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第一章　朝のできごと 4

朝
鏡すら

虚像を持て余す

ありふれた一日の始まりです

もしかしたらと

見落としたのかと

道ばたに奇跡を探して歩きます

例えば

ここにいること

例えば

呼吸のご機嫌がいいこと

そんな小さな幸せに

気づかないまま

愚かしく

日常にのまれていきました

さあ朝です

鏡すら

虚像を持て余す

ありふれた一日の始まりです
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不幸せを数えるなら

不幸せを数えるなら

風の強い日に

不運を嘆くなら

よく晴れた日に

自慢話をしたくなったら

どしゃぶりの日に

自分を投げ出そう

卒業

砂のこころを

たずさえて

広い広い空の下

ぽつんと

不安はころがりおちる

水のこころが

よりそって

広い広い空の下

ふわりと

夢が舞い上がる
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青い夢

朝を遠ざけて

沈み続けた青い夢

冬のにおいがかすかに残った

土ぼこりと南風

あなたに会いに

あなたへ会いに

ざわめく指先

速報に

ざわめく指先なだめつつ

素知らぬ顔で運ばれている
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ショコラがとけるまで

ショコラがとけるまでなら

あの人は

顔もあげずにそう言ったんだ

鍋に黒い破片を落としながら

伝えようとしたのに

「好き」も言わせないんだね

鍋をゆっくりかき混ぜながら

あの人はこう言ったんだ

ショコラがとけるまでなら


